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セメントプロデュースデザインが手がけるコトモノミチ at TOKYOでは、京都で人気の陶芸作家、長谷川哲也（はせがわてつや）氏の個展


「色をあやつる陶芸作家 /長谷川哲也　冬を楽しむうつわ展」を開催します。


長谷川氏は、さまざまなクリエイターが客室を手がけたホテル アンテルーム 京都などでも個展を開催するなど今注目を集める作家です。


定番のシリーズ SHIROUMAを中心に、沖縄で学んだ風合いを活かしたやちむん陶器まで、冬の食卓をどこか温かくしてくれるような器をお届


けします。数千種類の釉薬を生み出せるという長谷川氏のうみだす器は、色の美しさはさることながら、どこか心を和ませてくれる柔らかさが


あります。お料理を盛りつけたとき、普段お使いの食器と並べたとき、手にしたとき、そっと日常に溶け込んでくれるはず。


また、期間中ワークショップを開催し、陶器づくりを体験いただけます。ろくろを回しながら、陶芸作家さながらの体験をお楽しみください。


ぜひお誘いあわせの上お越し下さいませ。


冬の食卓にぴったり、手仕事ならではの温かみのある器をお届けします
色をあやつる陶芸作家 「長谷川哲也 冬を楽しむうつわ展」開催


＜＜開催概要＞＞
色をあやつる陶芸作家 /長谷川哲也　冬を楽しむうつわ展
2016 年 11 月 10 日（木） ～ 11 月 22 日（火）（※水曜日定休）
11:00 ～ 20:00（最終日は 17 時 CLOSE）
会場：coto mono michi at TOKYO（コト・モノ・ミチ）
　　　107-0062 東京都港区南青山 5-2-16 青山フレックス A
TEL：03-6427-6648 　
URL：http://note.coto-mono-michi.jp/exhibition-tetsuyahasegawa/ アクセス▶
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国道 246号 表参道駅


PRADA


東京・青山の coto mono michi at TOKYO より
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商品のご紹介（一部）


やちむん取り皿
沖縄で陶器のことを「やちむん」と呼びます。
ふくよかな厚みと温かみのある絵付けが特徴の取り皿です。


やちむん取り皿 SHIROUMA豆皿（青色）
醤油皿やお茶請けとして。カップ類にサイズが合うようにして、
カップとカップの間に豆皿を挟むようにし、スタッキングが出来る
ようにしようと思っています。色の名前は、馬の毛色からとりました。


SHIROUMA豆皿（芦色）


SHIROUMAコーヒーカップとソーサー（月色と芦色）
コメント.....


SHIROUMA豆皿（黒鹿色） SHIROUMA豆皿（月色）


作家長谷川による本格陶器づくりのワークショップを開催いたします。
ろくろを回しながら、陶芸作家さながらの体験をお楽しみいただけます。
開催日時：11月19日（土）　全２回　13：00~14:30/  15:30~17:00
定　　員：各回5名
参 加 費 ：4,000円（※完成作品をご自宅まで配送ご希望の方→送料別途540円かかります。）
　　　　 ※作成頂いた陶器は、焼き上げてから約１ヶ月後にお送りいたします。
【予約先】コトモノミチ at TOKYO【担当：縫( ぬい)/ 伊藤】
　　　　03-6427-6648/ またはinfo@coto-mono-michi.jp


＜陶器づくりのワークショップ開催＞


イメージ


長谷川哲也
１９８１年愛知県生まれ。
京都伝統工芸専門学校で陶芸の基礎を学び、卒
業後、沖縄の読谷山焼、山田真萬氏の元で５年
の修業の後、独立。
京都、宇治の山奥、山と小川とお茶畑に囲まれ
た工房で作陶している。長い間使いこんで、表
情に味が出て温もりを感じ手になじむような、と
ころどころ傷があったりフチも欠けていたりするけ
ど気が付いたらまたその器でご飯を食べるよう
な、長く愛される器を作ることを心がける。
京都のアンテルームなどでも個展を開催。


SHIROUMAについて
僕は器を作るにあたって、使いやすさ・温
かみ・定番・バランス・自然の表情・民
藝などを気にして作っています。
山の麓の山小屋で使うような器であってほ
しいという想いと、趣味の登山で最初に
登った山が白馬岳という山だったという理
由から、ＳＨＩＲＯＵＭＡという名前をつ
けることとなりました。


普段使いいただけるよう、1,200～5,500円の作品を中心に出展いたします。
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